
「救いの創始者イエス様」へブル２：５－１８            １８・６・１７ Ⅰ多くの苦しみを通られたイエス様。：５－１３ １．２：５以下は、１：１４の続き。 ２：５の「来たるべき世」とは、主の再臨の時に完成する新しい世界、神の国のこと。今も始まっている。 ２．２：６－８。 神は、人間、つまり、最初のアダムに、万物を支配し管理する使命を与えられた。２：６、７。 しかし、人間は神に背き、堕落し、神からの栄光を失い、万物も人間に従っていない。２：８。 ３．２：９前半。 そこで神は最初のアダムに代わって、使命を遂行させる為に最後のアダム（Ⅰコリント１５：４５）＝キリストをこの世に遣わされた。神であるキリストは、へりくだり、人となり世に来られた（ピリピ２：６－８）。 ４．２：９後半、１０。イエス様の苦しみ。 ①「死の苦しみ」。ただの苦しみではなく、神との断絶の死。私達の救いの為に死に至るまで御父への忠実。感謝。 ②それ故に「栄光と誉の冠を受けられました」：９。すべての主権が与えられ（マタイ２８：１８）、父の右の座に着かれた。偉大なお方。 ③その死は、何と、神の一方的な恵みによって、すべての人（私達も含む）のために味わわれたもの。イエス様の死が自分の罪の為と信じる時、救いが私達ものとなる。 ④「多くの子たちを栄光（神ご自身、神のご性質、栄光の神との交わり）に導くために」：１０。主の十字架の死による贖いにより、栄光の神との交わりが可能となった。 ⑤「彼らの救いの創始者」：１０。主は、私達の救いの「創始者」＝パイオニア、草分け、開拓者、先達、先導者。座礁した船の私達を救う為に、主は、ご自分の命を犠牲にして、私達を救われた。 ⑥「多くの苦しみを通して完全な者とされた」：１０。主イエスが不完全だったのではない。私達の為の救いの業を、苦しみを通して全うされた、完成された。 ⅰ主は、死に至るまで御父への従順の生涯を全うされた。何一つ、罪を犯されなかった。 ⅱ主は、完全に私達人間と同じようになられた。私達の救いの為に多くの苦しみを受けられた＝ののしられ、裏切られ、肉体的最高の苦痛、私達の罪の為の刑罰、呪い、幸いな神との交わりの断絶を、私達の代わりに受けられた最高の御苦しみ！私達は、苦しみを避けやすいが、主は、私達の救いの為に受けるべきすべての苦しみを逃げないで受けて下さった！主を崇めよう！ ５．２：１１－１３。主と主を信じる者の一体性の強調。 ①２：１１。きよめを行う主ときよめにあずかる信者は皆、一人の方、父なる神から出ている。それ故、罪深い私達も、主は、兄弟と呼んで下さる。 ②２：１２。主は、神のご性質を私達に告げて下さる。さらに、主は、教会の中で、私たちと共に神を賛美するお方。 ③２：１３。キリストは、死に至る苦難の生涯を通して、ただ神にのみ信頼された。また、キリストは、私達のことを「見よ。わたしと、神がわたしに下さった子たち」と言われる。  Ⅱ悪魔と死の恐怖からの解放者、主イエス様。２：１４，１５ １．２：１４前半。 主は、人間である私達を救う為に、正真正銘の人間（血と肉を持つ者）となって下さった。人間の身代わりに死ぬためには、人間になる必要があった。 ２．２：１４後半。 ご自分の死＝十字架の死、私達のすべての罪の刑罰の終わり。主は、十字架と復活により、悪魔に大打撃を



与え勝利を取られた。主は、悪魔から私達を守られる勝利の主！この力強い方に、いつも拠り頼み、祈ろう。「悪魔のわざを打ち破るために、神の御子が現れました」（Ⅰヨハネ３：８）。 ３．２：１５。 主は、実際に恐ろしい死を経験し、その死に勝ち、復活されたので、この主を信じる者は、死の恐怖から解放される。主は、復活の命を与えて下さる。主を信じる者の死は、神の正しい裁き、地獄への死ではなく、天国への入り口だから！まやかしではなく、実際に、主の再臨の時、私達は、復活する。ハレルヤ！  Ⅲあわれみ深い助け主なる主イエス。２：１７，１８ １．２：１７。 ①大祭司（罪の贖いをする者、神と人の仲介者）は、彼が代表する者達、人間の一員でなければならない。②「あわれみ深い」：１７＝短気でなく、怒りやすくない。苦難と試練において私達への真の同情者。 「忠実な大祭司」＝終わりまでやり遂げる忠実なイエス様。 ③「民の罪の宥めがなされた」：１７。罪人は聖なる神に近づく事は出来ない。しかし、罪のない完全なキリスト＝大祭司が、私達の罪の償い、宥めをして下さったので、私達も、主イエスの御名によって（を通して）神に近づくことが出来る！ハレルヤ。 「宥め」＝私達の罪は、神の聖なる怒りを引き起こし、罪が赦される為には、神の聖なる怒りが宥められなければならない＝これは、救いの中心、土台。 主の十字架は、「宥めの供え物」（ローマ３：２５、Ⅰヨハネ２：２）。これは、大いなる恵み！ ２．「イエスは、自ら試みを受け苦しまれたからこそ、試みられている者たちを助けることができるのです」 ２：１８。 素晴らしい御言葉、お約束。 主の助け＝ ①表面的な同情ではない。ご自身、自ら、想像を絶する最高の試み（悪魔の）と苦しみを受けられた。その 痛みを実感しつつ私達を深く思いやって下さる、寄り添って下さる。その上に、その同情には偏りがない。 ※私の証し。母と私達夫婦への主の助け。深い憐れみ。皆さんの祈りの支えを感謝しつつ。他の方々への 思いやりも以前より、深いものにしてくださった。理解の深さ。同じ経験をされた方からの身に沁みる 優しい言葉。 ②表面的、一時的な助けではない。人間の助けは、いつまでも続ける事は難しい。力にも、理解にも、いつも、そばにいることにも限界がある。しかし、この真の大祭司イエス様は、全能であり、全知であり、いつも、常に、共にいて私達を支え、私達の心に住み、私達の心を変え、強めて下さる。 ※この４４年、私は、この生ける主の恵みを体験して来ました。主の助けなしに、今の私は存在しません。  ハレルヤ。この素晴らしいお方に、いつもいつも心を打ち明け、祈り、拠り頼みましょう。感謝します。 


